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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、脳特異的な膜関連コラーゲンをコードしています。コードされているタンパク質CLAC（コラーゲン性アルツハイマーアミロイドプラーク成分）のタンパク質分解産物は、アルツハイマーアミロイドプラーク中に見られるアミロイドβペプチドに結合しますが、CLACはアミロイド線維の伸長を促進するのではなく阻害します（PMID: 16300410）。しかし、マウスにおけるこのコラーゲンの過剰発現に関する研究では、病理学的および行動学的変化が認められ、コードされているタンパク質がアミロイドプラーク形成を促進する可能性が示唆されました（PMID: 19548013）。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2011年12月],注意：PubMed:11927537で報告されているピロリドンカルボン酸は、70%ギ酸抽出工程中にグルタミン酸113番から人為的に形成されたものと考えられます。PubMed:15522881では、このタンパク質のN末端のグルタミン酸がブロック解除されていることが確認されました。,機能：βアミロイドペプチドの伸長段階における線維化を阻害します。また、アミロイド線維をプロテアーゼ耐性凝集体に組み立てることも示されています。ヘパリンに結合します。,PTM：グリコシル化されています。,PTM：プロリン残基の11%とリジン残基の49%が水酸化されています。,PTM：フーリンプロテアーゼによるタンパク質分解で分解され、可溶性のコラーゲン様アルツハイマーアミロイドプラーク成分が生成されます。,類似性：7つのコラーゲン様ドメインを含みます。,細胞内局在：タンパク質分解により分解された後、CLACが分泌されます。,サブユニット：ホモ二量体およびホモ三量体を形成します。βアミロイドペプチド40（β-APP40）およびβアミロイドペプチド42（β-APP42）の線維化型に結合します。β-APP40よりもβ-APP42との関連が強いことが知られています。,組織特異性：主に脳で発現しています。アルツハイマー病に典型的な原始的または神経性アミロイド斑に優先的に沈着します。
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	500倍希釈の抗体を用いたHEPG2細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000倍希釈した。

